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災害復興法学のすすめ
～被災したあなたを助けるお金とくらしの防災教育～
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北海道大学公共政策学研究センター上席研究員 岡 本 　正

　

法
律
や
公
共
政
策
の
知
恵
は
災
害
時
に

役
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。
東
日
本
大
震
災
の

津
波
被
災
地
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
構
内
視
察
、
近
年
の
災
害
現
場
支
援
等

を
通
じ
て
目
の
当
た
り
に
し
た
凄
惨
な
情

景
を
思
い
起
こ
し
、
自
問
と
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
災
害
直
後
の
救
助
活

動
に
お
い
て
、
法
律
に
よ
り
被
災
者
の
命

が
救
え
る
こ
と
を
直
ち
に
は
想
像
し
難
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
災
害
直
後
の

被
災
者
の
悲
痛
な
声
に
耳
を
傾
け
る
と
、

想
像
を
絶
す
る
悩
み
と
不
安
で
溢
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
リ
ー
ガ
ル
・
ニ
ー
ズ
や
法
政

策
上
の
課
題
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

　
「
津
波
で
家
が
流
さ
れ
、
財
産
も
仕
事

も
失
っ
た
。
い
っ
た
い
こ
れ
か
ら
ど
う

や
っ
て
生
き
て
い
け
ば
良
い
の
か
。
家

族
は
ど
う
な
る
の
か
。
絶
望
的
だ
」「
一

命
を
と
り
と
め
た
が
、
自
宅
や
農
地
は
津

波
に
襲
わ
れ
た
。
新
築
し
た
自
宅
の
住
宅

ロ
ー
ン
も
数
千
万
円
残
っ
て
い
る
。
支
払

い
を
続
け
る
に
は
限
界
だ
。
事
業
を
考
え

る
と
破
産
は
選
択
で
き
な
い
。
先
が
見
え

な
い
」。
こ
れ
ら
の
声
は
、
弁
護
士
が
災

害
直
後
か
ら
何
度
と
な
く
耳
に
し
て
き
た

被
災
者
の
声
で
あ
る
。
多
く
は
、
情
報
支

援
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
被
災
者
に
弁

護
士
が
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
し
た
結
果
、
は
じ

め
て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
声
だ
っ
た
。

　

生
活
再
建
を
求
め
る
声
に
応
え
る
た
め

に
は
、
既
存
の
法
制
度
に
よ
る
支
援
を
網

羅
的
に
把
握
し
、
一
人
ひ
と
り
の
リ
ー
ガ

ル
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
情
報
整
理
提
供
支
援
を
行
う
し
か
な

い
。
法
律
こ
そ
、
絶
望
か
ら
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め
の
希
望
の
光
と
な
る
情
報
で
あ

り
、
生
活
再
建
の
確
固
た
る
根
拠
に
な

る
。

　

災
害
復
興
法
学
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
法
律
相
談
事
例
の
分
析
研
究
や
、

そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
立
法
提
言
活
動
の

経
験
を
ふ
ま
え
て
筆
者
が
提
唱
・
創
設
し

た
学
術
分
野
で
あ
り
、
教
育
活
動
で
あ
る

（
詳
細
は
『
災
害
復
興
法
学
』
等
参
照
）。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
間
で
４
万
件

以
上
の
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
事
例
の
分

析
を
担
当
し
た
経
験
か
ら
得
た
教
訓
を
将

来
に
繋
ぎ
た
い
と
考
え
て
、
２
０
１
２
年

に
慶
應
義
塾
大
学
で
講
座
を
は
じ
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
災
害
復
興
法
学
で

は
、
主
に
４
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て

い
る
。

【
１
】被
災
地
に
お
け
る
弁
護
士
無
料
法
律

相
談
事
例
か
ら
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ

を
集
め
、
傾
向
や
課
題
を
詳
細
に
分

析
す
る
こ
と

【
２
】こ
れ
ま
で
の
法
律
や
制
度
の
課
題
を

発
見
し
、
法
改
正
な
ど
の
政
策
提
言

を
実
施
す
る
こ
と

【
３
】将
来
の
災
害
に
備
え
て
、
新
た
な
制

度
が
生
ま
れ
る
過
程
を
記
録
し
、
公

共
政
策
の
手
法
を
伝
承
す
る
こ
と

【
４
】災
害
時
に
備
え
て
、
生
活
再
建
に
役

立
つ
法
制
度
知
識
を
学
び
、
災
害
に

強
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
な
人
材
を
作
る

防
災
教
育
や
組
織
安
全
改
革
を
行
う

こ
と

　

災
害
復
興
法
学
で
は
、
災
害
に
強
い
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
な
人
材
を
作
る
た
め
に
、「
被

災
者
の
声
を
無
駄
せ
ず
将
来
へ
活
か
す
法

政
策
提
言
を
し
て
い
こ
う
」「
生
活
再
建

１
．
災
害
と
法
律
と
政
策
の

１
．
災
害
と
法
律
と
政
策
の

　
　
か
か
わ
り

　
　
か
か
わ
り

２
．
災
害
復
興
法
学
の
誕
生

２
．
災
害
復
興
法
学
の
誕
生

図１　東日本大震災（宮城県石巻市）と熊本地震（熊本県全体）のリーガル・ニーズの概況。弁護士の
　　　無料法律相談事例から特徴的な内容を約20類型に分類し、相談数に対する類型数を算出した。

（一財）
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の
知
恵
を
あ
ら
か
じ
め
学
ぶ
防
災
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

危
機
に
あ
っ
て
こ
そ
法
律
を
理
解
す
る

こ
と
で
、
被
災
者
の
救
援
、
復
旧
、
復
興
、

生
活
再
建
、
事
業
再
生
等
が
加
速
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
災
害
復
興
法
学
が
注
目
す

る
分
野
か
ら
、
自
治
体
の
首
長
、
行
政
職

員
、
議
員
、
支
援
に
関
わ
る
民
間
企
業
や

関
係
団
体
等
に
と
っ
て
特
に
関
係
性
が
強

い
と
思
わ
れ
る
３
つ
の
政
策
課
題
を
紹
介

す
る
（
詳
細
は
『
災
害
復
興
法
学
Ⅱ
』
等

参
照
）。

⑴
災
害
救
助
法
の
徹
底
活
用

　

大
規
模
災
害
で
自
治
体
が
実
施
す
べ
き

災
害
救
助
メ
ニ
ュ
ー
は
災
害
救
助
法
に
定

め
ら
れ
て
い
る
。
都
道
府
県
等
が
権
限
と

責
任
の
主
体
と
な
り
、
国
の
予
算
を
得
て

救
助
活
動
が
で
き
る
よ
う
法
整
備
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
最
低
限
の
災
害
救

助
の
種
類
（
避
難
所
開
設
、
仮
設
住
宅
供

給
、
食
料
や
水
の
供
給
、
応
急
修
理
、
生

活
必
需
品
の
供
与
等
）
と
、
費
用
の
目
安

が
書
き
込
ま
れ
た
「
災
害
救
助
法
に
よ
る

救
助
の
程
度
、
方
法
及
び
期
間
並
び
に
実

費
弁
償
の
基
準
」（
一
般
基
準
、
平
成
25

年
内
閣
府
告
示
２
２
８
号
）
や
、「
災
害

救
助
事
務
取
扱
要
領
」（
内
閣
府
）
が
公

表
さ
れ
て
い
る
。
法
令
に
基
づ
く
体
系
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
災
害
直
後
か
ら
行
政
が

迅
速
に
活
動
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
災
害
の
広
域
化
や
避
難
生
活

の
長
期
化
な
ど
、
一
般
基
準
だ
け
で
は
十

分
な
救
助
を
成
し
え
な
い
事
態
が
続
い
て

い
る
。
災
害
関
連
死
や
新
型
感
染
症
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
の
避
難
所
環
境
整
備

を
行
う
に
も
、
一
般
基
準
を
は
る
か
に
上

回
る
水
準
で
救
助
の
実
施
が
必
要
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
清
潔
な
水
洗
ト
イ
レ
の

早
期
整
備
、
適
温
食
・
介
護
食
な
ど
栄
養

の
あ
る
食
事
の
即
時
供
給
、
簡
易
ベ
ッ
ド

に
よ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
や
感

染
症
等
の
防
止
（
こ
れ
ら
は
通
称
「
避
難

所
Ｔ
Ｋ
Ｂ
」
の
整
備
と
言
わ
れ
、
近
年
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
）
を
達
成

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
一
般
基
準
や
災
害
救

助
事
務
取
扱
要
領
だ
け
を
参
照
し
て
も
実

現
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
法
律
の
趣
旨
に

立
ち
返
っ
て
制
度
を
正
確
に
理
解
し
た

り
、
先
例
通
知
（
事
務
連
絡
）
等
に
学
ぶ

こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

災
害
救
助
法
と
同
法
施
行
令
に
よ
れ

ば
、
一
般
基
準
で
十
分
な
救
助
が
で
き
な

い
と
自
治
体
が
判
断
し
た
時
に
は
、
一
般

基
準
を
量
的
に
も
質
的
に
も
上
乗
せ
し

た
「
特
別
基
準
」
を
、
国
と
都
道
府
県
の

協
議
で
策
定
し
、
十
分
な
予
算
を
確
保
し

た
上
で
災
害
救
助
の
実
施
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
国
側
も
、
災
害
が
起
き

た
時
に
は
、「
避
難
所
の
確
保
及
び
生
活

環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て
（
留
意
事
項
）」

と
題
し
た
通
知
を
発
信
し
、
特
別
基
準
の

候
補
を
示
す
と
と
も
に
、
自
治
体
か
ら
国

へ
更
な
る
上
乗
せ
の
特
別
基
準
に
つ
い
て

協
議
す
る
よ
う
に
推
奨
し
て
い
る
。
し
か

し
、
国
が
通
知
等
を
出
し
て
も
、
自
治
体

側
で
災
害
救
助
法
を
使
い
こ
な
す
と
い
う

政
策
法
務
能
力
に
長
け
て
い
な
か
っ
た

り
、
過
去
の
災
害
時
の
先
例
通
知
を
と
り

ま
と
め
た
う
え
で
の
準
備
を
し
て
い
な

か
っ
た
り
、
自
治
体
の
危
機
管
理
部
局

と
、
避
難
所
運
営
や
仮
設
住
宅
供
給
を
実

施
す
る
災
害
救
助
や
福
祉
部
局
と
の
連
携

が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
事
情

で
、「
特
別
基
準
」
が
活
用
さ
れ
ず
、
自

治
体
格
差
が
生
じ
る
こ
と
が
多
い
。
備
蓄

や
支
援
物
資
の
差
と
い
う
の
で
は
な
く
、

法
律
を
理
解
し
最
大
限
活
用
し
た
政
策
実

現
能
力
（
新
た
な
予
算
獲
得
の
た
め
の
政

策
法
務
能
力
）
の
差
が
影
響
し
て
い
る
と

呼
べ
る
場
面
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
の
で

あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
災
害
救
助
法
の

一
般
基
準
と
特
別
基
準
の
正
確
な
法
令
根

拠
の
理
解
、
過
去
の
国
の
通
知
・
事
務
連

絡
の
先
例
の
収
集
、
過
去
の
特
別
基
準
策

定
の
調
査
と
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
た
備
蓄

や
事
業
者
と
の
災
害
協
定
の
締
結
、
内
閣

府
「
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
の

参
照
に
よ
る
災
害
救
助
の
あ
る
べ
き
イ

メ
ー
ジ
の
更
新
、
な
ど
を
事
前
に
行
っ
て

お
く
政
策
法
務
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑵
災
害
と
個
人
情
報
の
利
活
用

　

災
害
時
に
お
い
て
常
に
政
策
上
の
課
題

と
教
訓
が
生
ま
れ
て
い
る
の
が
、
災
害
時

に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
め
ぐ
る

問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
関
係
者
か
ら

の
安
否
照
会
へ
応
答
す
る
際
に
ど
の
よ
う

な
法
的
根
拠
や
留
意
点
が
あ
る
の
か
、
災

害
直
後
の
行
方
不
明
者
の
氏
名
や
住
所
等

に
つ
い
て
救
助
の
重
要
性
か
ら
メ
デ
ィ
ア

等
へ
公
表
す
る
際
の
根
拠
及
び
あ
る
べ
き

方
針
や
留
意
点
は
ど
う
か
、
避
難
行
動
要

支
援
者
を
は
じ
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る
災
害

弱
者
の
情
報
を
平
時
か
ら
支
援
関
係
者
ら

に
提
供
す
る
に
は
い
か
な
る
政
策
が
必
要

か
、
な
ど
政
策
法
務
能
力
が
試
さ
せ
る
場

面
で
、
個
人
情
報
保
護
法
制
の
理
解
が
極

め
て
重
要
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
近
年
特

に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
災
害
時
の
行
方

不
明
者
の
氏
名
公
表
問
題
を
取
り
上
げ
て

概
説
す
る
。

　

大
規
模
な
災
害
時
で
行
方
不
明
者
が
多

数
発
生
し
て
し
ま
う
と
、
限
ら
れ
た
救

援
部
隊
（
国
の
自
衛
隊
、
都
道
府
県
警

察
、
市
町
村
消
防
、
消
防
団
や
家
族
関
係

者
な
ど
官
民
の
主
体
が
想
定
さ
れ
る
）
の

リ
ソ
ー
ス
が
分
散
し
て
し
ま
い
、
住
民
の

救
援
確
率
を
大
幅
に
下
げ
て
し
ま
う
。
本

来
な
ら
、
救
援
部
隊
の
間
で
は
少
な
く
と

も
行
方
不
明
者
の
個
別
情
報
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
想
だ

が
、
現
実
に
は
主
体
を
超
え
た
情
報
共
有

に
は
障
壁
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
救
援
を
待
つ
被
災

者
の
命
を
最
優
先
し
、
か
つ
救
援
部
隊
の

命
を
過
度
な
危
険
に
さ
ら
さ
な
い
た
め
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
た
行
方
不
明
者
を

特
定
し
う
る
程
度
の
情
報
（
氏
名
や
あ
る

程
度
の
住
所
）
の
開
示
は
、
一
定
期
間
の

経
過
と
と
も
に
自
動
的
に
実
施
し
て
い
く

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
が

不
可
欠
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

で
は
、
個
人
情
報
保
護
法
制
と
の
整
合

性
を
ど
う
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
自
治
体
が
も
つ
個
人
情
報
は
、
当
該

自
治
体
の
個
人
情
報
保
護
条
例
が
そ
の
取

扱
い
方
法
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
条

例
に
は
、
緊
急
時
に
生
命
等
を
守
る
必
要

が
あ
る
と
き
に
は
個
人
情
報
の
共
有
を
認

３
．
３
．
危
機
管
理
「
法
務
」
の
プ
ロ

危
機
管
理
「
法
務
」
の
プ
ロ

　
　
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
て
る

　
　
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
て
る
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め
る
条
項
が
あ
る
は
ず
だ
。
災
害
時
の
行

方
不
明
者
の
個
人
情
報
の
共
有
も
ま
た
、

個
人
情
報
保
護
条
例
を
根
拠
に
可
能
な
の

で
あ
る
（
勿
論
Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
虐
待
な
ど

を
受
け
た
市
民
へ
の
配
慮
が
必
要
な
の
は

当
然
で
あ
る
）。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の

大
災
害
を
見
れ
ば
、
多
く
の
自
治
体
で
行

方
不
明
者
情
報
の
開
示
時
期
に
相
当
の
ば

ら
つ
き
が
あ
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
開
示
し

な
か
っ
た
り
、
と
い
う
事
例
が
極
め
て
多

い
。

　

本
来
、
自
治
体
が
住
民
の
命
を
守
る
と

い
う
最
優
先
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
個
人
情
報
は
い
か
に
「
利
活
用
」
す

る
か
と
い
う
視
点
こ
そ
重
要
な
は
ず
で
あ

る
が
、
個
人
情
報
の
「
保
護
」
と
い
う
言

葉
の
イ
メ
ー
ジ
が
独
り
歩
き
し
て
い
る
こ

と
が
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
個
人
情
報

保
護
法
制
が
存
在
す
る
そ
も
そ
も
論
に
立

ち
返
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
関
係
す
る

す
べ
て
の
機
関
が
、
個
人
情
報
保
護
条
例

を
よ
く
理
解
し
、
個
人
情
報
を
共
有
開
示

す
る
場
面
も
、
保
護
や
管
理
と
等
し
く
重

要
な
場
面
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
個
人

情
報
保
護
法
制
の
目
的
と
は
、
個
人
情
報

の
保
護
な
ど
で
は
な
く
、
個
人
情
報
を
管

理
ま
た
は
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
「
個
人

の
権
利
利
益
」
の
保
護
（
個
人
情
報
保
護

法
１
条
等
参
照
）
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
情
報
分
野
は

体
系
的
に
学
ぶ
機
会
が
少
な
い
傾
向
に
あ

る
。
特
に
意
識
し
て
、
災
害
時
と
平
常
時

の
個
人
情
報
保
護
法
制
に
か
か
わ
る
政
策

法
務
理
解
を
促
進
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
践
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑶
津
波
被
災
訴
訟
に
学
ぶ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
公
共
施
設
、
学

校
、
企
業
等
で
多
く
の
方
が
津
波
の
犠
牲

に
な
っ
て
い
る
。
遺
族
が
施
設
運
営
企
業

や
行
政
機
関
を
相
手
に
、管
理
者
側
の「
安

全
配
慮
義
務
」
違
反
等
を
理
由
と
し
た
損

害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
、
和
解
や
判

決
な
ど
に
至
っ
て
い
る
事
例
も
多
い
。
ま

た
、
裁
判
と
は
別
に
、
多
数
の
公
的
な
調

査
検
証
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
我
々

は
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
犠
牲
の
な
か
に

こ
そ
、
教
訓
を
見
出
し
て
、
将
来
に
繋
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
宮
城
県
石
巻
市
立
大
川
小
学

校
の
津
波
犠
牲
者
訴
訟
の
最
高
裁
判
所
判

決
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
「
宮
城
県
学

校
防
災
在
り
方
検
討
会
議
」（
２
０
２
０

年
）
の
委
員
を
経
験
し
た
り
、
過
去
の
自

然
災
害
関
連
の
裁
判
を
分
析
研
究
し
た
り

す
る
な
か
で
、
経
営
管
理
層
の
法
的
義
務

や
、
組
織
の
リ
ー
ガ
ル
リ
ス
ク
を
強
く
意

識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
結
論
に

至
っ
た
。
組
織
の
経
営
戦
略
や
事
業
戦
略

の
な
か
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
位
置
付
け
、
組

織
安
全
文
化
と
災
害
に
強
い
人
材
を
作
る

こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

　

行
政
機
関
や
企
業
は
、
そ
の
従
業
者
や

顧
客
等
の
関
係
者
に
対
し
て
、
常
に
「
安

全
配
慮
義
務
」
等
の
法
的
義
務
を
負
担
し

て
い
る
。
安
全
配
慮
義
務
と
は
、
一
定
の

関
係
性
を
持
っ
た
相
手
方
に
対
し
て
負
担

し
て
い
る
生
命
や
健
康
を
保
護
す
る
べ
き

信
義
則
上
の
義
務
の
こ
と
で
あ
り
、
自
然

災
害
か
人
的
事
故
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
負

担
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
経
営

者
や
管
理
者
層
は
、
常
に
従
業
者
、
顧
客
、

施
設
利
用
者
等
の
関
係
者
の
安
全
を
考
慮

し
な
が
ら
組
織
運
営
や
企
業
経
営
を
し
て

い
く
こ
と
が
法
律
上
も
要
請
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
内

部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
、
ま
ず
は
肝
要
で
あ
る
。

　

次
に
、
津
波
被
災
者
訴
訟
の
裁
判
例
な

ど
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
安
全
配
慮
義
務

を
果
た
す
う
え
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
抽

出
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
①
危
機
が

発
生
し
た
場
合
に
本
来
は
現
場
で
指
揮
を

執
る
べ
き
代
表
者
や
リ
ー
ダ
ー
層
が
不
在

に
な
っ
て
し
ま
う
と
判
断
が
遅
れ
危
機
が

増
大
す
る
。
そ
こ
で
、
ト
ッ
プ
不
在
時
の

代
行
者
へ
の
自
動
的
な
権
限
移
譲
が
あ
ら

か
じ
め
決
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
事
業
所
ご
と
に
組
織
図
や
指
揮
命
令

系
統
の
チ
ェ
ッ
ク
と
見
直
し
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
、
②
組
織
の
構
成
員
は
、
管
理

者
層
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
常
に

重
要
な
危
機
の
兆
候
や
重
要
な
情
報
に
接

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
組
織
内
で
そ
の
情
報
を
共
有
す
べ
き

か
、
残
さ
れ
た
も
の
が
ど
の
よ
う
に
情
報

を
く
み
取
っ
て
行
動
す
べ
き
か
を
、
事
前

に
す
べ
て
の
組
織
構
成
員
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
の
上
で
周
知
し
、
事
前
訓
練
も
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
が
主
な

教
訓
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
例

え
ば
、
大
川
小
学
校
津
波
犠
牲
者
訴
訟
で

は
、
裁
判
所
は
、
学
校
組
織
の
か
つ
て
の

意
思
決
定
や
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
不
備

そ
の
も
の
を
指
摘
し
て
行
政
の
賠
償
責
任

を
認
め
る
判
断
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
経
営
管
理
層
の
法
的

責
務
を
意
識
さ
せ
、
か
つ
克
服
す
る
教
訓

を
学
ぶ
こ
と
で
、
組
織
安
全
の
見
直
し
に

貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
得

ら
れ
た
教
訓
は
、
事
前
の
訓
練
内
容
や
人

材
育
成
、
そ
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
や
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

防
災
政
策
を
担
う
首
長
、
行
政
職
員
、

議
員
等
に
加
え
、
さ
ら
に
市
民
、
家
族
、

企
業
、
地
域
全
体
が
「
自
分
ご
と
」
と
し

て
意
欲
を
持
て
る
防
災
教
育
や
研
修
と
は

何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
『
被
災
し
た

あ
な
た
を
助
け
る
お
金
と
く
ら
し
の
話
』

あ
る
い
は
『
生
活
再
建
の
た
め
の
法
律
知

識
の
備
え
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
に
つ
い

て
提
案
し
た
い
。

　

災
害
後
の
生
活
再
建
は
被
災
者
に
と
っ

て
最
大
の
ニ
ー
ズ
で
あ
り
悩
み
事
で
あ

る
。
こ
れ
を
助
け
る
の
が
「
法
制
度
」
な

みえ森林・林業アカデミー「組織経営におけるリスク
マネジメント―自然災害訴訟と安全配慮義務に学ぶ組
織の危機管理と安全配慮義務」プログラム（2019年）

４
．
４
．
み
ん
な
が
自
分
事
と
し
て
学
べ

み
ん
な
が
自
分
事
と
し
て
学
べ

　
　

る「
知
識
の
備
え
」プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

る「
知
識
の
備
え
」プ
ロ
グ
ラ
ム



第341号2020年11月27日 月刊「地方自治みえ」 ( 4 )

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

災
害
時
の
支
援
制
度
を

被
災
者
自
ら
が
取
捨
選

択
し
て
入
手
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
も
と

も
と
生
活
再
建
制
度
に

つ
い
て
何
ら
か
の
知
識

が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
災
害
後
に
行
政
や

メ
デ
ィ
ア
か
ら
支
援
情

報
の
発
信
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
被
災
者
は
そ

の
情
報
を
自
分
事
と
し

て
は
受
け
止
め
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

被
災
直
後
か
ら
、
少
し

で
も
前
を
向
い
て
歩
き

出
せ
る
勇
気
と
希
望
に

な
る
情
報
を
、「
あ
ら
か

じ
め
」
防
災
教
育
と
し

て
学
び
「
知
識
の
備
え
」

と
す
る
た
め
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

図
は
、『
は
じ
め
の
一
歩
』『
貴
重
品
が

な
く
な
っ
た
』『
支
払
い
が
で
き
な
い
』

『
お
金
の
支
援
』『
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
』『
生

活
を
取
り
戻
す
』『
被
災
地
の
声
を
見
る
』

と
い
う
生
活
再
建
ス
テ
ッ
プ
を
想
定
し
、

そ
の
時
々
で
、
被
災
者
に
役
立
つ
法
律
や

制
度
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
イ
ラ
ス
ト

入
り
で
解
説
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
『
被
災

し
た
あ
な
た
を
助
け
る
お
金
と
く
ら
し
の

話
』
の
目
次
で
あ
る
。
大
災
害
で
被
災
し

て
絶
望
の
淵
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
時
に

で
も
、
少
し
で
も
希
望
を
持
て
る
よ
う

に
、
法
制
度
に
基
づ
く
様
々
な
支
援
策
の

な
か
か
ら
、
近
年
の
災
害
に
お
け
る
実
際

の
被
災
者
支
援
を
踏
ま
え
て
役
立
っ
た
も

の
を
順
番
に
解
説
し
て
い
る
。

　
「
罹
災
証
明
書
」「
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
」「
自
然
災
害
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」「
災
害
弔
慰
金
」
な
ど
は
言
葉
だ

け
で
も
記
憶
に
残
し
て
お
き
た
い
。
こ
の

情
報
を
事
前
に
防
災
教
育
と
し
て
学
ぶ
と

と
も
に
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
「
備
蓄
す
る

本
」
と
し
て
防
災
グ
ッ
ズ
や
備
蓄
品
と
す

る
こ
と
を
強
く
推
奨
し
た
い
。

　

こ
の
「
お
金
」
や
「
く
ら
し
」
を
支
え

る
法
制
度
を
知
る
こ
と
で
、
実
際
に
被
災

し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
被
災
し
た
ら
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
か
、
ど
う
い
う
備
え
が

必
要
か
、
と
い
う
想
像
力
を
養
う
こ
と
が

で
き
る
。防
災
や
災
害
対
応
が
一
段
と「
自

分
ご
と
」
に
近
づ
く
。
ま
た
、
行
政
機
関

や
民
間
企
業
は
、
働
く
人
が
い
て
初
め
て

事
業
継
続
が
成
り
立
つ
。
働
き
手
が
ど
の

よ
う
に
被
災
し
、
そ
の
後
生
活
再
建
を
し

て
い
け
る
か
、
と
い
う
知
恵
を
学
べ
る
機

会
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
組
織
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
（
強
靭
性
）
に
も
直
結
す
る
。

　

事
前
に
知
識
の
備
え
の
防
災
教
育
で
知

恵
を
伝
授
し
て
お
く
こ
と
自
体
が
、
福
利

厚
生
や
職
員
意
識
向
上
に
繋
が
る
の
だ
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
学
び
は
、
学
校
義
務

教
育
、
大
学
等
高
等
教
育
、
専
門
家
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
教
育
、
行
政
機
関
や
企
業
の

人
材
育
成
、
金
融
・
マ
ネ
ー
教
育
、
消
費

者
教
育
、
主
権
者
教
育
、
図
書
館
情
報
教

育
、
そ
の
他
公
民
館
の
活
用
な
ど
に
よ
る

生
涯
学
習
等
、
あ
ら
ゆ
る
文
脈
で
役
立
つ

だ
ろ
う
。『
被
災
し
た
あ
な
た
を
助
け
る

お
金
と
く
ら
し
の
話
』
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

展
開
に
期
待
し
た
い
。

　

災
害
時
に
被
災
者
の
声
を
聴
き
、
も
し

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
適
切
な
法
律
や

制
度
が
存
在
し
な
か
っ
た
ら
、
あ
る
い
は

法
制
度
は
あ
っ
て
も
運
用
が
適
切
で
は
な

か
っ
た
ら
、
法
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
積

極
的
に
政
策
提
言
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
法
制
度
そ
の
も
の
を
よ

り
強
靭
性
あ
る
も
の
へ
と
作
り
か
え
て
、

復
興
や
、
将
来
の
危
機
管
理
へ
活
か
す
と

い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
公
共
政
策
の
実

現
、
す
な
わ
ち
「
リ
ー
ガ
ル
・
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
」
が
必
要
に
な
る
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

や
強
靭
性
は
、
国
際
連
合
S
D
G
s（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
で
も
複
数
回
登
場

す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
）。
そ
の
と

き
、
最
も
声
を
大
き
く
し
て
説
得
力
の
あ

る
発
言
が
で
き
る
の
は
、
被
災
者
の
く
ら

し
に
寄
り
添
い
、
リ
ー
ガ
ル
・
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
い
る
災
害
救
助
や
復
興
支
援
の

現
場
、
す
な
わ
ち
自
治
体
な
の
で
あ
る
。
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ドバイザー、市町村アカデミー講師、みえ森林・林業アカ
デミー講師等も務める。代表著書『災害復興法学』『被災
したあなたを助けるお金とくらしの話』『図書館のための
災害復興法学入門』等多数。

プロフィール
銀座パートナーズ法律事務所・代表弁護士・
博士（法学）
岩手大学地域防災研究センター客員教授
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災害後の生活再建に役立つ法制度（被
災したあなたを助けるお金とくらしの話）
を学ぶ四日市防災大学・防災士養成講座
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